
 
富士市建設産業活性化協議会 規約（案） 

 

（名称） 

第１条 本会は、富士市建設産業活性化協議会（以下「協議会」という。）という。 

 

（目的） 

第２条 建設産業を取り巻く状況や担い手不足の実態などを的確に捉え、建設業界と富士市が連携

し、両輪となって働き方改革、生産性向上、担い手確保、経営基盤強化などの取組みを効果的に

推進することを目的とする。 

 

（所掌事項） 

第３条 協議会は次の事項について意見交換等を行うものとする。 

⑴ 建設産業を取り巻く状況や担い手不足の実態などの情報交換に関すること。 

⑵ 働き方改革、生産性向上、担い手確保、経営基盤強化等に係る取組みの推進やＰＤＣＡサイ

クルに基づく継続的な進行管理に関すること。 

⑶ その他、建設産業に関すること。 

 

（構成員） 

第４条 協議会の構成員は、学識経験者、アドバイザー、オブザーバーなど、さまざまな分野から

選任した者をもって充てる。 

２ 建設業界については、富士市建設業組合等において選任した者をもって充てる。 

３ 構成員が会議に出席できないときは、代理者を会議に出席させることができる。 

４ 次条に規定する協議会の会長が必要と認めるときは、構成員以外の者に対し、会議に出席し

てその意見を述べ又は説明を行うことを求めることができる。 

 

（会長等） 

第５条 協議会の会長は、富士市副市長の職にある者をもって充て、運営を統括する。 

２ 会長に事故があるときは、富士市建設部長が、その職務を代行する。 

３ 協議会の事務局は、富士市建設部建設総務課に置く。 

 

（ワーキンググループの設置） 

第６条 会長は、必要があると認めるときは、ワーキンググループを設置し特定の課題に係る議論

をさせたうえで、意見を聴取することができる。 

 

（ワーキンググループの構成員） 

第７条 ワーキンググループに属する構成員は、議題に応じて、会長が指名する。 

 

（雑則） 

第８条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は会長が定める。 

 

 

 

資料４ 



 
附則 

 この規約は、令和５年４月１４日から施行する。 

附則 

 この規約は、令和６年６月１１日から施行する。     
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